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人 数 2///0 35/7 27///24
(軽中度群/重度群、単位 :人)
表3-3 両耳装用
常 時 ときどき いいえ(片耳)
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不 満 やや不満 どちらとも やや満足 満 足




















































































































































1 2 4 5
常時両耳 0/0 1///2 3///0 5/11/0
ときどき両耳 1/0 4///0 5///0 3///0 0///0
片  耳 3///65/4 9/711/86/1
理解度1理解度2理解度3理解度4理解度5
表 3-11 装用効果
1 3 4 5
不  満 2/1 2/1 1/1 0/00//0
やや不満 2/1 4/1 6///2 6/1 1/0
どちらとも 0///2 2///2 5/1 3/1 1/0
やや満足 0///0 2/1 4///2 6/3 2///0
満  足 0/0 0///0 1/1 4/3 3///1
(軽中度群/重度群、単位 :人)
表3-9 満足度と装用状況
不 満 やや不満 どちらとも やや満足 満 足
ときどき 5///014/210/14///22/1
常  時 1/3 5///4 3///511/67///6
(軽中度群/重度群、単位 :人)
表 4‐1 アンケー ト調査対象者の特徴
軽中度群 重 度 群
装 用 経 験 短 い 長  い
装 用 状 況 ときどき、常時 常  時
両 耳 0片耳 やや片耳が多し ほとんど片耳
補聴器 の種類 アナログかデジタル アナログ
装 用 効 果 同 い 低  い
耳鳴へ の効 果 低  し 高  い











































3.(0乾電池で動作する電子機器である   (63%)
4.(f)後ろからの音は聞き取りにくい   (53%)
5。 (1)特に保守点検などしなくても、6年以上は長持

















































































































ア ナ ロ グ 55//33 55///44 52///52
/al'i"J)v 57///0 43///0 64/50
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資料 1
お名前                  (     )歳
1現在お使しヽこなつている補聴器は何台目に当たりますか。あてはまるものにOをつけてください。
ア、初めて  イ、2台ロ  ウ、3台ロ  エ、4台日以上
2補聴器をどの程度使つていますか。あてはまるものに○をつけてください。
ア、使つていない  イ、ときどき(2鰹諸こときだけ)使う  ウ、1日中ずつと使つている
3両耳に補聴器を付けていますか。あてはまるものにOをつけてください。

























1対 1の 会 話
2～ 3人 の 会 話






1対 1の 会 話
2～ 3人 の 会 話
それ 以上の 人との 会話
名前などを呼ばれるとき
電 話 で の 聞 き 取 り
電 話 の 呼 び 出 し 音
テ レ ビ 番 組 の 聞 き 取 り
病院 や 銀行などでの 呼 び 出し
玄関のチャイムやドアをノックする音
講義、講演会や教会などでの間唐取り
お 稽 古 ご と で の 聞 き 取 り
電車やバスの車内放送の聞き取り
コンサート、演奏会や芝居を楽しむ





ア、耳鳴リカヽ まとんど気にならなくなる  イ、耳鳴りが少し気にならなくなる
ウ、耳鳴りには効果がない  工、耳鳴りはあるがわからない  オ、耳鳴りはないのでわからない
7現在使つている補聴器の聞こえに対してどのように感じていますか。あてはまるものにOをつけてく
チビk讐い。




精 密な電子 機 器 の ため 、水 に濡れ ると故 障 す る
遠 くか らの 呼 び か け や 物 音 を 聞 くことが で き る
こ と ば 以 外 の 雑 音 を 大 き く し て し ま う
調 整 す れ ば 、聞 こえ 方 を 変 え る こ とが で き る
後 ろ か ら の 音 は 聞 き 取 り に く い
ことば を は つ き り聞 き 取 る ことが で き る
値 段 が 高 い 方 が 性 能 が よ い
特に保守 点検などしなくても、6年以上 は長持ちする
ことば だ け を 大 きくして 聞 くことが で きる



















初 め て 4/06/26/0 3///0 2ノ//1
2台目 2/1 5///0 7///0 0///0 3ノ//0
3台目 3///02//04//20/1 1///2
4台日以上 3//7 0//7 3ノ//3 1/2 4/1
1 4 5
アナログ 4/7 5///7 9/4 3//3 4///4
lof ia j)t 3/1 4///1 2/01/0 4/0
デジタル 5/1 5/1 9/1 0//0 2//0
1 4
装用効果1 0/1 1/1 1/1 1///2 1/0
装用効果2 1/3 1/26/1 0/02/1
装用効果3 1/1 3///2 4/1 2/1 6/2
装用効果4 6ノ/3 7/´/3 5/2 0//0 1/1
装用効果5 4ノ/0 1/1 2/0 0///00/0
1 2 3
不  満 0/01/1 5/00/2 1//0
やや不満 3//1 3ン//2 7/0 1/0 4///2
どちらとも 2/2 3/1 3/1 2///0 2/1
やや満足 2/1 4///4 5/1 1/03/0
満  足 5ノ/3 3/1 0/1 0///0 0/1
(軽中度群/重度群、単位 :人)
A Research Survey on the User's Knowledge about the Function of the Hearing Aid
YOSHIKAWA Masahiro
This study reports on the questionnaire survey conducted of hearing-aid users
in August, 2001 to investigate as to how well the users are familiar with the proper
function of their equipments. Ninety-six peopl e (48% of the whole distribution) kindly
responded to this survey and the majority (66%) of them were the aged over 70 years
old. HaIf of the respondents reported that they have moderate hearing abilities with
the hearing level of about 50 dB.
This research has revealed lhaL a good number of our subjects do not possess
fuller knowledge about the functional characteristics of their own hearing aids. The
results specifically suggest that even those who have used hearing aids for a longer pe-
riod of time or have known its effectiveness with a higher degree of satisfaction do not
know exactly what functionality their apparatus is equipped with. About 30 % of our
subjects replied that they cannot help being skeptical of the product's sales message,
"You can hear clearly with this now."
The results here have failed to uphold 
-y prediction that the more a user would
be knowledgeable about the function of a hearing aid, the better he/she would have a
chance to make the effective use of his/her equipment. Further research is being
planned to substanti.ate my prediction.
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